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明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

一
、
は
じ
め
に

近
代
日
本
の
視
覚
障
害
者
教
育
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て

A

注
L
V

明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
宮
城
県
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な

資
料
の
調
査
・
収
集
や
歴
史
学
的
検
証
は
さ
ほ
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
に
設
立
さ
れ
た
私
立
東
北
盲
人
学
校
と
、
一
九
一
四
年

(
大
正
三
)
に
設
立
さ
れ
た
宮
城
県
立
盲
唖
学
校
に
関
す
る
実
態
は
明
ら
か
に

(注
Z
}

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
史
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
興
味
深
い
研
究
成
果
も
存
在
す
る
。
①
加
藤
康
昭
氏
が
、

一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
)
仙
台
で
「
東
北
盲
人
教
育
会
」
が
銭
按
治
を
研
究

す
る
無
料
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
②
新
井
勝
紘
氏
が
、
『
朝

野
新
聞
』
の
報
道
記
事
に
よ
っ
て
、
政
治
活
動
(
自
由
民
権
運
動
)
に
参
加
し

て
い
た
仙
台
の
視
覚
障
害
者
た
ち
が
、
一
八
八
三
年
(
明
治
二
ハ
)
五
月
頃
に
、

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
「
仙
台
盲
目
院
」
設
立
計
画

(注

av

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
仙
台
盲

目
院
設
立
計
画
の
経
緯
や
、
東
北
盲
人
教
育
会
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号
二

O
一
五
年
十
二
月

中

正

人
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明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
加
藤
・
新
井
両
氏
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
地
元
新
聞
(
『
東
北
新
報
』

『
陸
羽
日
日
新
聞
』
『
奥
羽
日
日
新
聞
』
)
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な

資
料
を
提
示
し
、
明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
至
る
歩
み
を
探
っ
て
み
る
。

な
お
、
本
文
・
引
用
文
・
資
料
文
中
に
、
職
業
・
呼
称
・
身
体
に
関
す
る
不

適
切
な
用
語
を
使
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
容
認
す
る

も
の
で
は
な
い
。
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二
、
明
治
政
府
の
視
覚
障
害
者
政
策
と
視
覚
障
害
者
の
取
り
組
み

付
明
治
政
府
の
視
覚
障
害
者
政
策

明
治
政
府
は
、
江
戸
時
代
ま
で
に
視
覚
障
害
者
が
獲
得
し
て
き
た
生
活
の
基

盤
を
根
こ
そ
ぎ
に
否
定
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
続
け
、
変
革
の
激
動
の
渦
中
に

生
き
て
い
た
視
覚
障
害
者
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
た
。

一
八
六
八
年
(
慶
応
四
)
の
太
政
官
逮
(
五
携
の
掲
示
)
第
一
札
「
鯨
寡
孤

独
廃
疾
ノ
モ
ノ
ヲ
倒
ム
ヘ
キ
事
」
は
、
障
害
者
の
救
済
を
「
人
民
相
互
の
情
誼
」



明
治
前
朋
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

(
民
間
の
救
済
)
に
委
ね
、
障
害
者
の
生
活
保
障
の
政
策
を
何
ら
打
ち
出
さ
な

か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
そ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
視
覚
障
害
者
組
織
の
一
定

の
自
治
や
自
立
・
自
活
の
た
め
の
特
権
を
否
定
し
た
り
、
規
制
す
る
政
策
を
推

A

注
4
)

進
し
た
。
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

ω一
八
七
一
年
(
明
治
四
)
の
太
政
官
布
告
「
盲
人
之
官
職
自
今
以
後
被
廃
候

{
仲

U
R
d
}

事
」
は
、
当
道
座
の
廃
止
と
、
当
道
座
が
確
保
し
て
き
た
盲
人
(
視
覚
障
害

者
)
の
職
業
の
特
権
(
鍛
灸
治
・
按
摩
の
縄
張
り
独
占
、
吉
凶
の
配
当
金
取

り
集
め
な
ど
)
の
禁
止
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
「
家
業
勝
手
」
と
し
て
職

業
選
択
の
自
由
を
示
さ
れ
て
も
、
視
覚
障
害
者
は
旧
来
の
生
業
以
外
の
道
を

選
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
、
さ
ら
に
生
業
と
し
て
き
た
鎖
灸
治
・
按
摩
も
「
晴

眼
者
」
と
の
競
争
の
な
か
で
就
労
の
機
会
を
狭
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

ω一
八
七
三
年
(
明
治
六
)
教
部
省
布
達
「
従
来
梓
亙
市
子
並
態
祈
祷
狐
下
ケ

杯
ト
相
唱
玉
占
口
寄
等
ノ
所
業
ヲ
以
人
民
ヲ
肱
惑
セ
シ
メ
候
儀
自
今
一
切
被

禁
候
」
は
、
地
域
社
会
の
葬
送
儀
礼
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

盲
亙
女
(
盲
人
の
亙
女
)
の
生
業
(
口
寄
せ
・
祈
祷
・
占
い
)
を
、
「
開
化
」

の
進
歩
を
妨
害
す
る
「
迷
信
」
「
淫
繭
邪
教
」
と
し
て
禁
止
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
に
仙
台
で
起
き
た
女
性
視
覚
障
害
者
会
目

(注
e
E
}

盛
女
)
の
検
束
は
、
こ
の
布
達
の
違
反
事
件
で
あ
る
。

ω一
八
七
四
年
(
明
治
七
)
教
部
省
布
達
「
向
後
禁
厭
祈
祷
ヲ
以
医
薬
等
差
止

メ
政
治
ノ
妨
害
ト
相
成
候
様
ノ
所
業
致
候
者
有
之
候
ハ
ハ
於
地
方
官
取
締
可

致
」
は
、
「
近
代
医
療
」
を
妨
害
す
る
も
の
と
し
て
禁
厭
・
祈
祷
の
取
締
り

を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
旧
来
、
病
気
治
療
の
た
め
の
禁
厭
・
祈
祷
は
、
地

域
住
民
の
求
め
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
座
頭
(
盲
人
男
性
)
や
盲
亙
女
(
盲
人

女
性
)
の
生
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
八
八

O
年
(
明
治
一
三
)
に
刑
法
が

公
布
さ
れ
、
禁
厭
・
祈
祷
は
刑
事
事
件
の
対
象
と
な
り
、
罰
則
が
設
け
ら
れ

た
。
一
八
八
一
年
(
明
治
一
四
)
に
仙
台
近
郊
で
起
き
た
男
性
視
覚
障
害
者

{注
1
}

の
検
束
は
、
こ
の
布
達
の
違
反
事
件
で
あ
る
。

凶
一
八
七
四
年
(
明
治
七
)
の
医
制
の
発
布
で
「
西
洋
医
学
」
の
採
用
を
正
式

決
定
す
る
と
、
「
鍛
治
・
灸
治
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ハ
内
外
科
医
ノ
指
図
ヲ
受
ク

ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
施
術
ス
へ
カ
ラ
ス
」
と
し
、
さ
ら
に
一
八
八

O
年
(
明
治

一
三
)
内
務
省
布
達
「
盲
人
ソ
ノ
他
銭
灸
ヲ
業
ト
ス
ル
者
ハ
医
師
ニ
マ
キ
ラ

ハ
シ
キ
事
ヲ
禁
ス
」
に
よ
っ
て
、
按
摩
治
と
と
も
に
庶
民
に
と
っ
て
身
近
か

な
療
法
で
男
性
視
覚
障
害
者
の
生
業
で
あ
っ
た
鋪
治
・
灸
治
を
厳
し
く
取
締

{
注
&
}

り
始
め
、
そ
の
自
然
消
滅
を
図
ろ
う
と
し
た
。
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∞
明
治
前
期
の
視
覚
障
害
者
の
取
り
組
み

視
覚
障
害
者
の
生
業
を
脅
か
す
明
治
政
府
の
政
策
に
対
し
て
、
仙
台
の
視
覚

障
害
者
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ω旧
来
の
生
業
を
継
続
・
維
持
す
る
取
り
組
み
(
諸
願
書
の
提
出
)

一
八
七
九
年
(
明
治
一
二
)
七
月
に
男
性
視
覚
障
害
者
が
述
名
で
宮
城
県

に
提
出
し
た
「
一
琴
邦
言
和
歌
営
業
願
書
」
は
、
女
性
視
覚
障
害
者
(
盲
亙



女
・
和
歌
〉
の
旧
来
の
生
業
を
継
続
・
維
持
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

八
一
年
(
明
治
一
四
)
以
降
に
増
大
す
る
男
性
視
覚
障
害
者
(
元
座
頭
)
に

よ
る
「
盲
僧
営
業
願
」
の
宮
城
県
へ
の
届
出
は
、
禁
厭
・
祈
祷
に
よ
る
医
療

行
為
の
取
締
り
に
対
応
す
る
た
め
に
、
禁
厭
・
祈
祷
を
認
め
ら
れ
て
い
る
盲

(注
q叫
)

僧
資
格
を
獲
得
す
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

八

ω視
覚
障
害
者
の
政
治
活
動
(
盲
人
政
談
演
説
会
)

明
治
前
期
の
宮
城
県
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
、

新
井
勝
紘
氏
が
自
由
党
系
民
権
派
新
聞
の
『
朝
野
新
聞
』
記
事
に
よ
っ
て
論

述
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
仙
台
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
を
補
足
し
て
み
る
。

つ
ぎ
に
示
す
資
料
に
よ
れ
ば
、
仙
台
の
視
覚
障
害
者
が
民
権
結
社
の
政
談

演
説
会
・
討
論
会
に
参
加
・
傍
聴
し
始
め
た
の
は
、
一
八
七
九
年
(
明
治
一

二
)
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
や
が
て
、
一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
)

一
二
月
視
覚
障
害
者
自
ら
が
、
「
盲
人
政
談
演
説
会
」
を
計
画
し
て
い
る
。

-
按
摩
演
説
を
聞
く
元
寺
小
路
の
平
寄
元
、
大
町
五
丁
目
の
白
木
正
岡
と

い
ふ
両
人
の
按
摩
は
二
三
年
前
鶴
鳴
社
が
初
て
演
説
会
を
開
き
し
頃

O
本

ママ

立
社
、
進
取
社
の
演
説
は
勿
論
仙
台
に
て
開
場
す
る
毎
に
一
会
と
し
て
欠

ママ

席
し
た
る
こ
と
な
く
毎
会
早
く
よ
り
詰
か
け
て
余
念
な
く
傍
聴
す
る
由
伝

聞
せ
り
成
程
今
思
ひ
あ
た
る
こ
と
あ
り
鶴
鳴
、
本
立
両
社
の
人
々
が

今
日
も
按
摩
が
聞
に
来
た
り
さ
て
も
感
心
な
る
心
掛
か
な
と
度
々
話
し
て

ママ

居
ら
れ
し
が
毎
会
出
席
し
た
り
と
い
ふ
は
此
の
両
人
な
ら
ん

此
の
両
人

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

は
其
明
を
失
ひ
て
す
ら
斯
政
事
上
に
耳
を
傾
る
心
あ
る
は
い
か
に
も
国
民

た
る
者
の
本
分
に
於
て
感
ず
可
き
こ
と
な
ら
ず
や
(
後
略
)

『
東
北
新
報
』
(
明
治
一
四
・
二
・
二
三
)

@
盲
人
政
談
演
説
会
新
奇
を
競
ふ
世
と
て
各
工
風
を
凝
ら
し
人
目
を
驚
動

せ
ん
と
思
ひ
居
る
に
是
は
近
頃
珍
ら
し
き
催
ふ
し
と
謂
ふ
べ
き
は
藤
津

勉
氏
の
会
主
に
て
来
る
十
七
日
東
一
番
町
の
大
新
亭
に
於
ゐ
て
盲
人
輩
の

政
談
演
説
会
を
聞
か
ら
る
、
こ
と
な
り
そ
の
弁
士
及
び
演
題
は
白
木
正

困
(
巳
ム
ヲ
得
ザ
ル
時
ハ
指
令
ヲ
侠
タ
ズ
)
平
元
和
(
心
外
ニ
出
ル
勿
レ
)

菅
野
元
鵡
(
専
制
政
府
ノ
防
害
ハ
自
然
ノ
防
害
ニ
ア
ラ
ズ
)
本
野
正
英
(
地

方
官
ノ
注
意
ヲ
望
ム
)
大
川
新
和
(
東
北
ノ
震
ハ
サ
ル
ヲ
憂
フ
)
等
の
五

名
五
題
な
る
由
こ
の
盲
人
等
は
一
昨
々
年
鶴
鳴
社
創
立
以
来
演
説
会
と

さ
へ
云
へ
は
風
の
吹
く
日
も
雨
め
降
る
夜
も
厭
は
す
飽
か
す
始
終
一
日
の

如
く
傍
聴
な
し
居
り
た
れ
は
弁
士
等
も
そ
の
熱
心
に
感
じ
傍
聴
無
料
と

な
し
て
傍
聴
せ
し
め
し
位
な
れ
は
多
少
政
治
思
想
の
発
達
な
し
居
る
も
の

共
な
り
と
云
ふ
こ
の
報
を
聞
か
ば
客
気
に
富
め
る
壮
年
輩
は
必
ら
ず
勇

ん
て
盲
目
の
演
説
は
我
仙
台
を
以
て
鳴
矢
と
為
し
と
自
負
す
る
な
ら
ん
か

『
陸
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
五
・
コ
了
二
三
)
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政
談
演
説
会
の
演
題
は
多
様
で
あ
る
。
専
制
政
治
へ
の
批
判
、
地
方
行
政
官

へ
の
要
望
、
個
人
の
権
利
の
尊
重
、
東
北
の
実
態
と
そ
の
課
題
な
ど
は
、
民
権

派
の
政
談
演
説
会
や
討
論
会
に
参
加
す
る
な
か
で
学
び
と
っ
た
知
識
に
も
と
づ

い
て
い
た
こ
と
を
窺
が
わ
せ
る
。
そ
の
後
も
、
盲
人
政
談
演
説
会
は
継
続
・
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
「
仙
台
群
盲
共
同
会
」
「
東
北
群
盲
党
」
な
ど
の
名
称
で



明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

{
注
ぬ
)

活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
演
題
の
な
か
に
は
「
忠
孝
論
」
の
よ
う
に

{注
H
仙

}

道
徳
的
な
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
参
加
者
各
人
が
自
分
の
考
え
や
主
張
を
自

由
に
述
べ
、
討
論
す
る
原
則
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。

仙
台
の
視
覚
障
害
者
の
政
治
活
動
に
関
し
て
は
、
新
井
勝
紘
氏
が
、
『
朝
野

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
菅
野
元
趨
の
具
体
的
な
言
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

地
元
新
聞
で
は
、
現
在
、
こ
の
件
に
関
す
る
記
事
の
掲
載
を
確
認
し
て
い
な
い

{
注
は
)

の
で
、
『
朝
野
新
聞
』
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
要
を
つ
ぎ
に
示
そ
う
。

一
八
八
三
年
(
明
治
二
ハ
)
二
月
、
菅
野
は
演
説
会
の
発
言
で
検
束
さ
れ
、

官
吏
侮
辱
罪
に
よ
り
重
禁
固
三
カ
月
・
罰
金
一

O
円
に
処
せ
ら
れ
た
。
判
決
を

下
し
た
裁
判
官
が
、
偏
見
と
差
別
観
に
も
と
づ
く
言
葉
で
「
其
方
の
知
き
廃
疾

に
は
議
員
に
も
な
れ
ず
」
「
今
度
の
如
く
罪
科
に
躍
る
は
実
に
益
無
き
こ
と
に

あ
ら
ず
や
」
「
そ
の
方
、
満
期
放
免
後
再
び
政
談
演
説
に
従
事
す
る
こ
と
は
あ

る
ま
じ
、
い
か
ん
」
と
問
い
た
だ
す
と
、
菅
野
は
イ
ギ
リ
ス
の
へ
ン
リ
1
・
フ
ォ

セ
ッ
ト
(
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
・
国
会
議
員
・
当
時
は
郵
政
大
臣
)
を
例

マ
マ

え
に
し
て
、
「
た
と
え
盲
人
に
で
も
知
識
あ
り
財
産
あ
り
望
名
あ
れ
ば
、
国
会

議
員
と
な
る
は
難
き
に
あ
ら
ず
」
と
、
昂
然
と
反
論
し
、
さ
ら
に
政
談
演
説
会

を
行
っ
た
こ
と
で
罪
を
受
け
る
こ
と
は
不
本
意
で
あ
る
が
、
「
国
家
の
た
め
に

直
言
を
開
陳
し
て
罪
を
法
廷
に
得
る
は
、
あ
え
て
辞
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」

と
、
自
分
の
信
念
を
毅
然
と
述
べ
て
い
る
。

彼
の
言
動
か
ら
は
、
「
廃
疾
」
「
廃
人
」
観
に
も
と
づ
く
差
別
や
蔑
視
の
も
と

で
、
卑
屈
に
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な
視
覚
障
害
者
の

姿
は
窺
が
え
な
い
。
む
し
ろ
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て
生
き
る
権
利
を
主
張
し
、

不
正
を
厳
し
く
追
及
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω視
覚
障
害
者
の
組
織
づ
く
り
(
仙
台
盲
人
談
話
会
)

視
覚
障
害
者
が
組
織
を
結
成
す
る
以
前
は
、
地
元
新
聞
が
報
じ
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
信
望
家
と
目
さ
れ
る
人
物
(
た
と
え
ば
、
按
摩
の
佐
藤
秀
興
一

が
頻
繁
に
紙
上
に
登
場
す
る
)
が
、
視
覚
障
害
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
仲
裁
、

嘆
願
や
交
渉
の
橋
渡
し
役
、
仲
人
役
な
ど
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
面
の
共
通
課
題
で
あ
っ
た
按
摩
料
金
に
つ
い
て
も
、
不
特
定
の
「
盲
人
共
」

名
で
嘆
願
の
趣
旨
を
新
聞
社
に
送
り
掲
載
を
依
頼
し
て
お
り
、
仙
台
の
視
覚

{
注
払
)

障
害
者
が
一
堂
に
集
ま
り
話
し
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
八
八
三
年
(
明
治
二
ハ
)
一
二
月
、
仙
台
(
区
)
の
視
覚
障
害
者
が
按

摩
料
金
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た
と
、
「
盲
人
会
」
の
呼
称
で
報
じ
ら
れ
た
。

-
盲
人
会
去
る
十
五
日
当
仙
台
区
内
の
盲
人
一
同
が
木
町
通
り
末
無
な
る

某
の
宅
に
会
し
て
何
か
協
議
せ
し
は
多
分
按
摩
賃
の
直
下
等
な
ら
ん
と

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
六
・
二
一
・
八
)
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そ

の

後

の

経

緯

は

不

明

で

あ

る

が

、

一

O
月
以

降
、
『
奥
羽
田
日
新
聞
』
は
「
仙
台
盲
人
和
睦
会
」
「
仙
台
盲
人
談
話
会
」
の
見

出
し
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
一
八
八
四
年
(
明
治
一
七
)

盲
人
に
し
て
狼
り
に
政
談
演
説
等

以
後
着
実
に

-
仙
台
盲
人
和
睦
会
同
会
の
趣
意
ハ

を
な
し
或
ひ
は
喧
嘩
口
論
等
を
な
す
な
と
を
互
ひ
に
禁
じ

業
を
な
し
て
困
難
等
の
節
ハ
相
救
ひ
合
ふ
方
法
を
立
て

親
睦
に
な
さ
ん
と
の
事
に
て
例
月
一
回
づ
、
集
会
す
る
も
の
な
り
と
云

交
際
を
一
層



『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
七
・
一

0
・
八
)

@
和
睦
会
仙
台
区
内
の
按
摩
社
会
は
従
来
政
談
ゃ
う
の
事
に
従
事
し
て

大
い
に
新
異
を
好
む
の
風
あ
り
て
之
ケ
為
め
一
部
分
の
斥
り
ぞ
く
る
所

な
り
し
が
彼
の
人
々
も
大
い
に
覚
る
と
こ
ろ
ゃ
あ
り
け
ん
近
来
は
絶
え

て
左
る
事
無
く
只
開
業
に
し
て
同
憂
に
沈
め
る
も
の
の
親
和
せ
ん
事
を

勉
め
過
般
来
和
睦
会
な
る
も
の
を
設
け
た
り
這
ハ
同
業
者
が
閑
暇
あ

る
毎
に
集
会
し
て
互
い
に
聞
き
得
た
る
異
事
奇
聞
を
話
し
且
は
同
業
中

の
困
難
に
躍
る
事
あ
れ
パ
各
自
応
分
の
扶
助
を
為
す
見
込
の
も
の
な
り
と

い
ふ
此
人
々
所
調
限
に
盲
し
て
心
に
盲
せ
ざ
る
も
の
か

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
七
・
一
一
・
一
四
)

@
盲
人
談
話
会
予
て
当
区
木
町
通
り
へ
設
立
の
盲
人
談
話
会
ハ
是
迄
一

月
三
四
回
の
集
会
に
て
親
睦
を
旨
と
し
且
営
業
上
に
付
互
ひ
に
便
益
を
謀

り
居
り
し
が
不
図
新
聞
紙
上
に
今
般
英
国
駅
逓
頭
の
計
報
あ
り
云
々
を

聞
き
尚
氏
ハ
盲
目
に
し
て
顕
職
に
あ
り
と
の
事
に
平
、
白
木
、
菅
野
三

盲
人
を
始
め
と
し
て
一
同
感
覚
を
生
じ
今
よ
り
務
て
学
術
を
修
し
以
て

外
国
に
恥
ざ
ら
ん
様
に
と
約
し
来
一
月
よ
り
更
に
募
金
し
て
教
員
を
聴

し
一
月
七
回
研
究
会
を
催
し
専
ら
業
務
の
外
歴
史
経
済
等
の
科
を
修
業

す
る
こ
と
に
決
し
た
り
と
云『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
七
・
一
二
・
一
)

@
盲
人
忘
年
会
区
内
に
盲
人
百
二
三
十
名
あ
る
が
菅
野
玄
種
白
木
昌
固

阿
部
良
情
今
野
松
園
等
の
(
四
字
欠
損
)
一
名
五
銭
宛
持
寄
本
材
木
町

佐
藤
は
る
方
へ
集
会
し
忘
年
会
を
聞
き
種
々
の
事
を
協
議
せ
し
と

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
七
・
一
一
了
二

O
)

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

こ
れ
ら
の
記
事
内
容
か
ら
、
一
八
八
三
年
(
明
治
二
ハ
)
一
二
月
頃
か
ら
、

仙
台
の
視
覚
障
害
者
が
、
按
摩
同
業
者
と
し
て
協
議
を
行
う
た
め
に
会
合
を
始

め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
の
具
体
的
な
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
視
覚
障
害
者
た
ち
の
集
会
場
所
が
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

最
初
の
会
合
を
母
体
と
し
て
、
仙
台
盲
人
談
話
会
(
和
睦
会
)
が
翌
年
一

O
月

頃
に
組
織
さ
れ
活
動
を
始
め
て
い
る
こ
と
、
当
時
、
仙
台
(
区
)
に
視
覚
障
害

者
(
按
摩
業
の
男
性
か
)
が
百
二
・
三
十
名
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
さ
き
に
見
た
政
治
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
菅
野
元

穂
、
白
木
正
岡
ら
は
、
視
覚
障
害
者
の
一
部
か
ら
違
和
感
を
も
た
れ
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
菅
野
ら
が
、
政
治
活
動
か

ら
離
れ
る
姿
勢
を
と
り
、
生
活
に
辛
苦
し
て
い
る
開
業
者
の
相
互
扶
助
と
、
情

報
交
換
や
話
し
合
い
を
通
し
て
と
も
に
課
題
解
決
に
専
念
す
る
こ
と
を
表
明
し

て
、
和
解
(
和
睦
)
し
合
い
、
盲
人
談
話
会
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
は
、

菅
野
ら
の
指
導
に
よ
っ
て
会
が
運
営
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
わ
か
る
。

盲
人
談
話
会
は
、
一
カ
月
に
三
・
四
回
の
集
会
を
計
画
し
、
主
と
し
て
親
睦

と
営
業
上
の
課
題
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、

日
本
の
視
覚
障
害
者
が
視
覚
障
害
者
の
生
き
方
の
理
想
像
と
し
て
と
ら
え
て
い

た
と
い
わ
れ
る
へ
ン
リ
i
・
フ
ォ
セ
ッ
ト
の
計
報
を
知
っ
た
時
に
、
菅
野
元
種

ら
の
提
案
に
よ
っ
て
「
今
よ
り
務
め
て
学
術
を
修
し
以
て
外
国
に
恥
ざ
ら
ん
様

に
と
」
、
一
八
八
四
年
(
明
治
一
七
)
一
二
月
に
は
、
翌
年
一
月
か
ら
講
師
を

招
い
て
、
一
カ
月
に
七
回
の
研
究
会
(
按
摩
業
務
の
こ
と
を
主
と
し
、
そ
の
他

歴
史
・
経
済
な
ど
の
科
目
を
学
習
)
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
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明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

、
宮
城
共
立
盲
目
院
と
東
北
盲
人
教
育
会
の
設
立

ハ
門
「
仙
台
訓
盲
院
」
の
設
立
計
画

新
聞
報
道
記
事
や
雑
誌
な
ど
に
よ
っ
て
、
海
外
の
視
覚
障
害
者
教
育
の
様
子

や
、
京
都
府
立
盲
唖
院
や
楽
普
会
の
東
京
築
地
訓
盲
院
で
視
覚
障
害
児
へ
の
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
仙
台
の
視
覚
障
害
者
は
、
一
八
八
三
年

(
明
治
二
ハ
)
に
訓
盲
院
を
仙
台
に
設
立
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
、
同
時
期
の
政
治
活
動
に
参
加
し
て
い

た
平
元
和
・
菅
野
元
趨
な
ど
で
あ
っ
た
。
仙
台
の
視
覚
障
害
者
が
新
知
識
や
情

報
の
習
得
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
に
つ
い
て
は
、
新
井
勝
紘
氏
が

『
朝
野
新
聞
』
記
事
に
よ
っ
て
、
①
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
新
聞
雑
誌
縦
覧
所

の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
、
②
講
師
を
招
い
て
「
和
漢
洋
の
経
史
・
法
律
・

新
聞
雑
誌
」
に
関
す
る
講
義
を
受
け
、
聴
聞
す
る
「
学
術
会
」
開
催
の
企
画
に

{法
H
叫

}

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

明
治
一

0
年
代
に
は
、
視
覚
障
害
者
自
身
に
よ
る
訓
盲
院
設
立
の
試
み
が
、

全
国
各
地
に
存
在
し
て
お
り
、
東
北
地
方
で
は
、
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)

(
注
瓜
}

以
降
、
福
島
県
や
山
形
県
で
の
取
り
組
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
で
の
取

り
組
み
は
、
そ
う
し
た
動
き
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
具
体
化
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ

の
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

-
其
志
可
感

当
仙
台
区
内
盲
人
四
五
名
は
楽
善
叢
誌
第
五
号
に
東
京
築
地

訓
盲
院
の
生
徒
が
和
歌
を
詠
じ
た
り
と
云
へ
る
雑
報
を
人
の
読
し
を
聞
し

と
か
に
て
何
れ
も
学
術
の
要
用
な
る
事
ハ
一
日
も
欠
べ
か
ら
ず

か
致
し
て
当
地
へ
訓
盲
院
の
知
き
も
の
を
設
立
な
さ
ん
と

何
れ

頻
に
奔
走
し

居
る
と
は
奇
特
の
心
懸
な
り『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
六
・
五
・
一
二
)

@
仙
台
の
平
元
和
等
数
名
の
盲
人
ハ
此
程
東
京
築
地
の
訓
盲
院
の
生
徒
の

詠
た
る
和
歌
を
聞
い
て
学
問
の
効
の
大
な
る
を
倍
り

余
り
同
心
協
力
し
て
仙
台
訓
盲
院
を
設
立
せ
ん
と

何
れ
も
感
激
の

目
下
頻
り
に
計
画

中
な
り

『
朝
野
新
聞
』
(
明
治
一
六
・
五
・
二
五
)

ω 
宮
城
共
立
盲
目
院
の
設
立
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一
八
八
五
年
(
明
治
一
八
)
七
月
、
盲
人
学
校
(
盲
目
院
)
設
立
の
届
出
が

熊
揮
素
行
名
義
で
な
さ
れ
、
宮
城
県
が
そ
れ
を
受
理
し
て
い
る
。
設
立
の
届
出

の
背
景
に
は
、
先
述
の
盲
人
談
話
会
の
研
究
会
で
、
盲
目
院
に
閲
す
る
討
論
や

検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
盲
目
院
設
立
の
最
大
の
課
題

は
、
そ
の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
し
て
準
備
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

募
金
活
動
に
よ
る
設
立
資
金
が
蓄
積
さ
れ
る
な
か
、
翌
年
五
月
に
盲
目
院
の

建
設
場
所
が
決
定
さ
れ
た
。
一

O
月
に
盲
目
院
仮
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
の

時
に
、
盲
目
院
の
正
式
名
称
を
「
宮
城
共
立
盲
目
院
」
と
公
表
し
、
同
時
に
盲

目
院
の
概
要
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。
設
立
資
金
づ
く
り
を
地
域
か
ら
の

幅
広
い
寄
付
募
集
で
実
現
し
て
い
く
方
針
が
決
め
ら
れ
、
仮
事
務
所
を
拠
点
に

視
覚
障
害
者
自
身
に
よ
る
本
格
的
な
募
金
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。



-
盲
人
学
校
当
区
土
樋
の
熊
津
某
氏
ハ
今
度
盲
人
学
校
な
る
者
を
設
立
せ

ん
と
て
其
筋
へ
願
ひ
出
で
し
が
此
頃
聞
届
け
の
指
令
に
相
成
り
し
由

『
奥
羽
田
日
新
聞
』
(
明
治
一
八
・
七
・
二
四
)

仙
台
区
内
の
普
者
が
協
同
し
て
設
置
せ
し
盲
目
院
へ

-
盲
目
院
寄
附
人
名

寄
附
さ
れ
し
金
額
及
び
人
名
は
左
の
加
し

宮
城
医
学
校
佐
々
木
文
蔚
六
十
銀
行
土
岐
寧
顕
(
五
回
宛
)
瀬
川
昌

者
柴
田
勝
央
(
二
回
宛
)
太
田
弥
太
郎
招
津
与
三
郎
(
一
国
五
十
銭

宛
)
小
谷
新
右
衛
門
桜
井
伊
助
高
橋
藤
七
八
木
久
兵
衛
高
橋
甚

之

助

鈴

木

倍

次

郎

大

石

太

吉

土

井

七

郎

兵

衛

安

藤

新

之

助

宮

城

玄

通

福

田

栄

二

郎

渡

辺

武

之

助

小

西

善

七

鹿

又

利

教

小

野

潤

蔵

宮

城

由

右

衛

門

奥

田

新

三

郎

松

田

常

吉

針

生

庄

之

助

鎌

田

三

郎

右

衛

門

福

島

奥

惣

五

郎

遠

藤

温

管

克

復

粛

藤

永

頼

岩

崎

知

足

小

泉

長

善

大

立

目

重

成

田

辺

繁

久

千

葉

胤

昌

清

水

光

武

浅

尾

哲

治

梓

窪

広

成

遠

藤

庸

治

佐

藤

三

之

助

草

刈

親

明

(
金
一
回
宛
)
の
諸
氏
な
り
と『
奥
羽
田
日
新
聞
』
(
明
治
-
九
・
四
・
七
)

多
分
の
寄
附
金
も
あ
り
し
故
愈
々
同
院
を
東
二
番
丁
北
目
町

通
り
南
西
側
へ
新
築
す
る
事
に
決
定
せ
し
と
云
ふ

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
九
・
五
・
七
)

-
盲
目
院

つ
ぎ
に
示
す
資
料
か
ら
は
、
宮
城
共
立
盲
目
院
の
設
立
に
関
す
る
注
目
す
べ

き
特
徴
が
、
確
認
で
き
る
。

東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号
二

O
一
五
年
十
二
月

-
宮
城
盲
目
院
瞥
院
唖
院
の
類
は
欧
州
各
国
到
処
に
其
儲
け
あ
る
由
な
れ

ど
皆
な
是
れ
慈
悲
心
あ
る
紳
商
紳
士
の
発
企
に
係
り
盲
唖
自
身
の
設

立
に
成
る
者
は
絶
無
な
り
と
ぞ
然
る
に
当
地
の
盲
目
院
ハ
按
摩
針
治
を

以
て
世
を
渡
る
盲
目
達
の
発
起
に
て
熊
津
素
行
氏
外
十
五
名
の
規
函
す
る

所
な
り
賛
成
人
ハ
当
区
官
民
の
六
十
余
名
義
金
の
募
集
も
案
外
に
捗
ど

り
た
り
と
云
ふ
元
来
全
院
の
主
と
す
る
所
は
不
幸
な
る
暫
者
を
し
て
業

に
就
か
し
め
且
つ
之
に
普
通
の
知
識
を
与
ふ
る
に
あ
り
先
つ
目
下
の
処

に
て
ハ
鍛
治
按
摩
の
方
法
理
論
を
教
へ
成
業
者
に
認
許
証
を
与
ふ
る
事
と

追
っ
て
凸
字
書
其
他
の
器
械
を
具
備
せ
し
上
へ
学
術
を
授
く
べ
き
予

今
ま
全
院
へ
の
寄
附
人
名
を
得
た
れ
ば
左
に
掲
載
す

し定
な
り
と
い
ふ

(
後
略
)

『
奥
羽
田
日
新
聞
』
(
明
治
一
九
・
一

0
・
ニ

O
)
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-
広
告
今
回
盲
目
院
設
立
寄
附
募
集
ノ
為
左
ノ
員
ヲ
派
出
為
致
候
間
此
段
有
志

諸
君
ニ
敬
告
ス
柴
田
外
四
郡
白
木
正
図
。
牡
鹿
外
四
郡
菅
野
元
種
。
黒

川
外
四
郡
熊
谷
素
行

十
月
廿
一
日

=日

奥
羽
日
日
新
聞
』宮

室雲
山立

九百
一院
仮O 事
一務
三所

そ
の
特
徴
を
つ
ぎ
に
示
そ
う
。

ωこ
れ
ま
で
欧
米
や
圏
内
で
設
立
さ
れ
た
盲
目
院
の
よ
う
に
、
「
慈
悲
心
あ
る

紳
商
紳
士
の
発
企
」
し
設
立
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
「
按
摩
針
治
を
以
て
世



明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

を
渡
る
盲
目
逮
」
(
視
覚
障
害
者
)
自
ら
が
発
起
・
企
画
し
、
設
立
計
画
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ω宮
城
共
立
盲
目
院
の
名
称
が
示
す
と
お
り
、
「
共
立
」
(
視
覚
障
害
者
を
含
む

地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
設
立
・
維
持
さ
れ
る
)
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
。

ω幅
広
く
地
域
社
会
(
政
財
界
の
有
力
者
、
学
識
者
、
市
町
村
戸
長
、
郡
役
所
-

A

注

閉

山

}

役
場
職
員
ほ
か
)
の
経
済
的
な
支
援
(
寄
付
)
を
う
け
な
が
ら
も
、
視
覚
障

害
者
が
主
体
と
な
っ
て
、
設
立
資
金
調
達
の
た
め
の
募
金
活
動
を
県
内
各
地

で
行
っ
て
い
る
。

ω盲
目
院
設
立
の
目
的
を
、
「
瞥
者
を
し
て
業
に
就
か
し
め
」
る
た
め
の
理
論
・

技
能
の
指
導
と
、
「
且
つ
之
に
普
通
の
知
識
を
与
ふ
る
に
あ
り
」
と
明
示
し
、

視
覚
障
害
者
教
育
機
関
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

ω当
面
は
、
錨
灸
術
者
取
締
規
則
に
対
処
す
る
た
め
に
鋪
灸
治
・
按
摩
治
の
方

法
論
や
技
術
の
習
得
・
練
磨
に
取
り
組
み
、
修
業
者
に
認
許
証
を
授
与
す
る

こ
と
を
主
と
す
る
が
、
視
覚
障
害
者
用
の
点
字
教
科
書
や
器
械
・
教
具
を
備

え
て
普
通
教
育
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
展
望
も
示
し
て
い
る
。

東
北
盲
人
教
育
会
の
設
立

そ
の
後
、
約
二
年
間
、
宮
城
共
立
盲
目
院
設
立
に
関
す
る
具
体
的
な
動
向
に

つ
い
て
は
、
新
聞
記
事
か
ら
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
八
八
九
年

(
明
治
二
二
)
九
月
、
宮
城
共
立
盲
目
院
は
、
盲
目
院
の
教
場
新
築
の
直
後
に

「
東
北
盲
人
教
育
会
」
と
改
称
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
開
会
(
設
立
)
広
告
文
で
は
、
「
教
科
ハ
西
洋
医
学
ニ
依
リ
改
良
針
按

回

術
ヲ
教
示
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
具
体
的
な
資
料
に
よ
る
確
認
は
ま

だ
で
き
て
い
な
い
が
、
宮
城
共
立
盲
目
院
の
名
称
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
教
育

機
関
と
し
て
の
本
格
的
な
運
営
・
活
動
が
、
「
盲
目
院
教
場
の
新
築
落
成
」
を

機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

新
築
教
場
で
の
発
会
式
に
は
、
視
覚
障
害
者
七

O
余
名
が
出
席
し
、
菅
野
元

理
が
会
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
後
、
遠
藤
仙
台
市
長
の
祝
辞
、
白
木
正
園
ら
視

覚
障
害
者
代
表
に
よ
る
祝
辞
と
演
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
東
北
盲
人
教
育
会
に
つ
い
て
は
、
鎖
按
治
を
研
究
す
る
無
料
講
習

会
を
開
催
し
た
り
、
一
三
歳
か
ら
一
八
歳
の
赤
貧
救
護
生
二

O
名
の
募
集
な
ど

{
注
円
仏
)

も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
推
移
は
い
ま

の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
。
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-
東
北
盲
人
教
育
会
当
地
の
盲
目
者
の
設
立
に
係
る
東
二
番
丁
の
盲
目
院

ハ
教
場
の
新
築
も
落
成
せ
し
に
付
き
今
度
東
北
盲
人
教
育
会
と
改
称
の

上
本
日
午
後
一
時
よ
り
開
会
式
を
挙
行
す
る
筈
な
り

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
二
二
・
九
・
四
)

@
東
北
盲
人
教
育
会
発
会
式
前
号
に
記
載
し
た
る
加
く
昨
日
は
午
後
三
時

よ
り
東
三
番
丁
な
る
同
会
新
築
教
場
に
於
て
其
発
会
式
を
執
行
し
た
り
来

賓
は
遠
藤
市
長
及
び
小
笠
原
幹
氏
等
に
て
菅
原
元
種
氏
先
づ
発
会
の
主
趣

を
述
べ
夫
よ
り
同
会
訓
医
後
藤
省
吾
同
教
諭
原
某
和
尚
遠
藤
市
長
及
び

白
木
正
閏
菊
田
加
白
一
両
盲
人
の
祝
辞
演
説
等
あ
り
了
て
来
賓
並
に
参

会
の
盲
人
七
十
余
名
に
茶
菓
を
饗
し
散
会
せ
し
は
同
五
時
な
り
き

『
奥
羽
田
日
新
聞
』
(
明
治
二
二
・
九
・
五
)



A
V
広
告
曽
テ
諸
君
ノ
御
賛
成
ヲ
得
仙
台
市
東
二
番
丁
四
十
五
番
地
へ
盲
目

院
設
立
致
候
所
梢
ヤ
教
場
モ
新
築
落
成
ニ
付
今
回
東
北
盲
人
教
育
会
ト

改
称
シ
来
ル
四
日
ヨ
リ
開
会
実
行
致
候
教
科
ハ
西
洋
医
学
ニ
依
リ
改
良

針
按
術
ヲ
教
示
ス
望
ノ
者
ハ
申
込
可
有
之
此
段
広
告
ス

明
治
廿
二
年
九
月
東
北
盲
人
教
育
会
員
総
代

菅
野
元
櫨

熊
揮
素
行

『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
二
二
・
九
・
四
)

回
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
至

る
実
態
の
解
明
を
試
み
た
。
し
か
し
、
資
料
と
し
て
引
用
し
た
新
聞
記
事
は
、

小
見
出
し
を
手
が
か
り
に
収
集
し
た
も
の
で
、
実
態
の
断
片
を
垣
間
見
た
感
が

強
い
。
把
握
で
き
た
特
徴
を
つ
ぎ
に
あ
げ
て
み
る
。

ω明
治
前
期
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
視
覚
障
害
者
は
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
旧
来
の

生
業
を
継
続
・
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
専
念
・
傾
注
す
る
傾
向
が
強

か
っ
た
。

ωそ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
る
一
方
で
、
明
治
前
期
半
ば
こ
ろ
か
ら
、
視
覚

障
害
者
の
一
部
が
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
、
活
動
を
通
し
て
自
己
変
革
を

遂
げ
、
新
し
い
方
途
を
模
索
し
始
め
た
。
彼
ら
の
具
体
的
な
言
動
を
み
る
と
、

障
害
者
を
「
廃
疾
・
廃
人
」
と
し
て
と
ら
え
る
国
家
や
社
会
に
対
し
て
、
真
っ

向
か
ら
「
障
害
と
は
何
か
」
「
障
害
者
と
は
何
か
」
と
、
問
い
返
す
姿
勢
を

確
認
で
き
る
。東

北
文
化
研
究
所
紀
要
第
四
十
七
号

二
O
一
五
年
十
二
月

ω政
治
運
動
へ
の
厳
し
い
弾
圧
期
に
入
る
と
、
視
覚
障
害
者
の
組
織
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
る
。
こ
れ
を
弾
圧
に
と
も
な
う
政
治
活
動
参
加
者
の
挫

折
に
よ
る
方
向
転
換
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
政
治
活
動
を
通
し
て
自

ら
の
骨
肉
と
し
て
身
に
着
け
た
知
識
と
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
当
面
す
る
視

覚
障
害
者
の
具
体
的
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
選
択
・
決
定
し
た
取
り

組
み
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
た
い
。

ω組
織
〈
盲
人
談
話
会
)
の
な
か
で
の
学
習
や
検
討
を
通
し
て
打
ち
出
さ
れ
た

盲
目
院
設
立
計
画
は
、
従
来
の
徒
弟
制
度
に
か
わ
る
視
覚
障
害
者
の
授
産
と

普
通
教
育
を
行
う
施
設
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
地
域
か
ら
の
幅
広
い
資
金
援
助

を
受
け
て
は
い
る
が
、
設
立
計
画
か
ら
設
立
ま
で
の
取
り
組
み
の
主
体
は
、

視
覚
障
害
者
で
あ
っ
た
。

ω明
治
前
期
半
ば
以
降
の
視
覚
障
害
者
の
政
治
活
動
、
組
織
づ
く
り
、
盲
目
院

設
立
の
取
り
組
み
に
は
、
一
貫
し
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
菅
野
元

種
・
白
木
正
固
ら
の
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
①
視
覚
障
害
者
に
関
す
る
行
政
文
書
を
含
む
新

た
な
資
料
の
掘
り
起
し
、
②
確
認
で
き
る
資
料
の
丁
寧
な
読
み
取
り
、
③
活

動
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
(
菅
野
元
種
・
白
木
正
困
・
熊
揮
素
行

な
ど
)
に
関
す
る
資
料
の
掘
り
起
し
、
④
東
北
盲
人
教
育
会
の
経
緯
と
、
一

九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
設
立
の
東
北
盲
人
学
校
と
の
接
点
の
有
無
、
⑤
仙

台
盲
人
談
話
会
の
経
緯
と
、
一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
)
六
月
に
設
立
さ
れ

(
注
氾
}

た
仙
台
盲
人
組
合
と
の
接
点
の
有
無
な
ど
、
当
面
の
課
題
と
し
た
い
。
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明
治
前
期
の
仙
台
に
お
け
る
視
覚
障
害
者

(注
1
)
『
盲
聾
教
育
八
十
年
史
』
(
文
部
省
一
九
五
八
)
、
中
野
善
達
・
加
藤
康
昭
『
わ

が
国
特
殊
教
育
の
成
立
』
(
東
蜂
書
房
一
九
六
八
)
、
加
藤
康
昭
『
盲
教
育
史

研
究
序
説
』
(
東
蜂
書
房
一
九
七
二
)
、
同
『
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』
(
未
来

社
一
九
七
四
)
、
『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』
(
盲
聾
教
育
閲
学
百
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
一
九
七
八
)
、
大
橋
綾
子
・
大
橋
鹿
子
・
菊
池
義
昭
「
東
北

地
方
に
お
け
る
社
会
事
業
の
歴
史
E

明
治
・
大
正
期
に
設
置
さ
れ
た
盲
人
施

設
と
感
化
院
の
実
態
」
(
『
郡
山
女
子
大
学
紀
要
第
二
二
号
』
一
九
八
六
)
、

下
回
友
江
『
盲
界
事
始
め
』
(
あ
ず
さ
寄
宿
一
九
九
一
)
、
大
限
三
好
『
盲
人

の
生
活
』
(
雄
山
閣
一
九
九
八
)
、
谷
合
佑
『
盲
人
の
歴
史
』
(
明
石
書
庖
一

九
九
八
)

(注
Z
)
『
宮
城
県
教
育
百
年
史
第
一
巻
明
治
編
』
(
宮
城
県
教
育
委
員
会
一
九
七

六
)
、
近
江
勝
治
『
宮
城
県
盲
人
伝
』
(
私
家
版
一
九
七
九
)

(注

a)
前
掲
加
藤
康
昭
『
盲
教
育
史
研
究
序
説
』

新
井
勝
紘
「
視
覚
障
害
者
・
女
性
・
侠
客
・
車
夫
の
民
権
運
動
『
朝
野
新
聞
』

を
通
し
た
地
域
民
権
運
動
宮
城
県
の
場
合
」
(
『
隣
人
第
一
八
号
』
草
志
会

年

報

二

O
O四
)

(注
4
)
川
村
邦
光
『
麗
女
の
民
俗
学
八
女
の
力
V
の
近
代
』
(
背
弓
社
二

O
O六
)

(注
E
)
仙
台
藩
で
は
、
当
道
座
が
座
加
入
の
盲
人
男
性
〈
座
頭
)
を
支
配
す
る
地
方
組

織
を
も
っ
て
い
た
。
支
配
検
校
が
、
座
頭
の
戸
籍
と
音
曲
一
切
・
針
治
・
導
引

(
按
摩
)
・
琴
・
三
味
線
・
医
業
・
売
卜
を
管
轄
し
た
。
百
姓
・
町
人
・
武
家
陪

臣
の
停
で
琴
・
三
味
線
・
針
治
導
引
を
渡
世
と
す
る
者
は
、
す
べ
て
検
校
仲
間

の
弟
子
と
し
て
支
配
を
受
け
た
。
配
当
代
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
座
内
で
の
生

活
扶
助
が
な
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
盲
人

女
性
(
盲
亙
女
・
和
歌
)
も
、
支
配
検
校
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(注
a
u
)

中
川
正
人
「
一
琴
邦
言
和
歌
営
業
願
書
と
盲
亙
女
始
祖
伝
承
」
(
『
市
史
せ
ん
だ

い
二
四
号
』
仙
台
市
博
物
館
二

O
一
四
)

(注
1
)
前
掲
中
川
正
人
「
一
一
琴
邦
言
和
歌
営
業
願
書
と
盲
亙
女
始
祖
伝
承
」

(
注
邑
)
『
錨
灸
医
学
辞
典
』
(
錨
灸
医
学
辞
典
編
集
委
員
会
編
医
道
の
日
本
社
一
九
九
四
)

(
注
虫
)
前
掲
中
川
正
人
ご
琴
邦
言
和
歌
営
業
願
書
と
盲
悪
女
始
祖
伝
承
」

(
注
ぬ
)
『
朝
野
新
聞
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
仙
台
群
官
共
同
会
」
「
東
北
群
盲
党
」
に

つ
い
て
は
、
地
元
新
聞
記
事
に
よ
る
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

(
注
比
〉
『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
六
・
二
・
六
)

(
注
立
)
『
朝
野
新
聞
』
(
明
治
一
六
・
二
・
二
ハ
、
三
・
七
、
三
・
九
)

(
注
拡
)
『
宮
城
日
報
』
(
明
治
一
四
・
九
・
二
四
)

(
注
此
)
前
掲
新
井
勝
紘
「
視
覚
障
害
者
・
女
性
・
侠
客
・
車
夫
の
民
権
運
動
」

(
住
民
)
前
掲
中
野
普
遥
・
加
藤
康
昭
『
わ
が
国
特
殊
教
育
の
成
立
』

(
注
拡
)
『
奥
羽
日
日
新
聞
』
(
明
治
一
九
・
一

0
・二

O
、
一

0
・
二
二
)

(
住
民
)
前
掲
加
藤
康
昭
『
盲
教
育
史
研
究
序
説
』

(
注
胤
〉
『
官
報
』
第
一
七
八
二
号
(
明
治
二
二
・
六
・
一

O
)

『
河
北
新
報
』
(
明
治
三
四
・
一
二
・
九
)

注
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